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予算措置の状況
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【平成25年度】
・被災文化財の復旧　1,714百万円【復興特会】
・被災ミュージアム再興事業　381百万円【復興特会】

施策の内容

○文化財建造物を対象に、被災状況の調査、応急措置、技術的支援等を行う「文化財ドクター派遣事
業」を実施。
○被災した国指定等文化財の速やかな復旧に向けて、修理・復旧に係る経費の補助を実施。
○全国の都道府県等教育委員会に埋蔵文化財専門職員の被災地への派遣協力を要請。
○被災した博物館資料の修理、修理した資料の整理・データベース化、平成23、24年度に「文化財レス
キュー事業」による応急処置を施した資料を収蔵する場所の確保や本格的な修理、復興に向けた各種
事業や被災した館の資料を活用した展覧会の開催等に必要な経費を支援する「被災ミュージアム再興
事業」を実施。

施策の進捗状況及び今後の予定

○平成25年３月末現在、「文化財ドクター派遣事業」については、延べ603人の調査員を派遣。今後も引
き続き実施。
○平成25年３月末までの２年間にわたり、「文化財レスキュー事業」により美術工芸品等の文化財を緊
急に保全するため、救出、応急処置、博物館等における一時保管を実施（延べ6,811人が参加）。今後
は「文化財レスキュー事業」による応急処置を施した被災文化財について、「被災ミュージアム再興事
業」により収蔵する場所の確保や本格的な修理等を引き続き実施。
○国指定等文化財の修理・復旧に係る経費の補助を引き続き実施。
○博物館の復旧状況を踏まえ、引き続き、地域の実情に応じた博物館の再興に対し支援。
○迅速な埋蔵文化財発掘調査体制を支えるため、全国の都道府県等教育委員会に埋蔵文化財専門職
員の被災地への派遣協力を要請。平成24年度は32名の専門職員を岩手県・宮城県・福島県に派遣。平
成25年４月からは60名の専門職員を岩手県・宮城県・福島県・沿岸市町に派遣。引き続き、専門職員の
確保に努める。


